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       は じ め に        

 2009 年度，広島市感染症発生動向調査事業の病

原体定点医療機関を受診し，当所に検体搬入され

た患者の約 87％が呼吸器症状を呈していた。新型

インフルエンザが流行したため，例年に比べ夏期

以降に呼吸器症状を呈する患者数が増加したが，

新型インフルエンザ以外のウイルスの流行もうか

がえる。2009 年度の呼吸器症状を呈した患者から

のウイルス検出状況等についてまとめたので報告

する。 

 

       方 法        

1   材料 

 広島市感染症発生動向調査事業により2009年4

月から2010年3月までに病原体定点医療機関から

搬入された 1182 人の患者検体のうち，上気道炎，

下気道炎等呼吸器症状を呈した患者 1025 人の検

体を対象とした。 

2   ウイルス分離 

 ウイルス分離は，4 種類の細胞(HE,HEp-2，

RD-18s，Vero)を使用した。インフルエンザには

MDCK，麻しんには VeroSLAM 細胞を追加して行った。

細胞変性効果(CPE)を現したものは，中和試験によ

り血清型を決定した。インフルエンザウイルスは

国立感染症研究所から配布された抗血清を用い，

赤血球凝集抑制試験(HI 試験)により同定した。中

和試験により決定できないもの及び難同定株は

PCR 法及びダイレクトシーケンス＊1＊2 により同定

した。 

3   遺伝子検査 

呼吸器症状を呈した患者の咽頭ぬぐい液または

鼻汁からウイルス RNA を抽出し，逆転写反応によ

り cDNA を合成した。インフルエンザウイルスは国

立感染症研究所の病原体検査マニュアルほか既存

の方法＊3＊4，また，ヒトメタニューモウイルス，

RS ウイルスも既存の方法＊5＊6 により，Real-Time 

PCR を実施した。 

 

       結 果 及 び 考 察        

1   ウイルス検出数(図 1) 

 1025人の患者検体のうち633人の患者検体から

646 株のウイルスが検出された(同時検出 13 人)。

新型インフルエンザの流行があったためインフル

エンザウイルスAH1pdm型が最も多く362株であっ

た。次いで RS ウイルス 59 株，インフルエンザウ

イルス AH3 型 56 株，ヒトメタニューモウイルス

51 株，インフルエンザウイルス B 型 39 株，エン

テロウイルス 34 株，アデノウイルス 21 株，パレ

コウイルス 5 株，インフルエンザウイルス AH1 型

4 株，ライノウイルス 3 株，その他のウイルス 12

株であった。ウイルスが検出されなかった患者は

392 人であった。ウイルスが検出されなかった理

由として，まだ未発見のウイルスである可能性，

細菌感染等が原因である可能性，あるいはヒトボ
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図 1 呼吸器疾患患者からのウイルス検出数 

ND：not detected 
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カウイルスなど呼吸器疾患患者から検出される＊7

ウイルスであるが，当所では検出されないウイル

スである可能性などが考えられ，今後の検討課題

とされる。 

2   月別ウイルス検出数(図 2) 

 検出された 646 株のウイルスを月別ウイルス別

にみるとインフルエンザウイルス AH1pdm 型の検

出が増加した 10 月が最も多かったが，インフルエ

ンザウイルス AH1pdm 型以外のウイルス検出数は

少なかった。新型インフルエンザの流行期には季

節性インフルエンザの流行はなかった。7 月から 9

月頃にはエンテロウイルスが，11 月から 2 月には

RS ウイルス，3 月から 4 月頃にヒトメタニューモ

ウイルスが多く検出された。6 月は検出ウイルス

が少なく，何も検出されない検体が多いことから，

当所で行っている検査では検出されない病原体が

原因となっている可能性が考えられた。 
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図 2 呼吸器疾患患者からの月別ウイルス検出数 

ND: not detected 
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3   ヒトメタニューモウイルス及び RS ウイルス

の検出状況(図 3) 

 RS ウイルスとヒトメタニューモウイルスはイ

ンフルエンザウイルスに次いで多く検出された。

この 2 つのウイルスは遺伝学的にも類似しており
＊8，臨床像も極めて似ているとの報告＊9がある。

検出状況を月別に示してみると，ヒトメタニュー

モウイルスは春から秋にかけて流行し，RS ウイル

スは秋から冬にかけて流行していた。今回の調査

では，この 2 つのウイルスは流行時期に違いがあ

り，同時期に流行していないことが分かった。 
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図 3 ヒトメタニューモウイルス及び RS ウイルスの検出状況 


